
 

 
 

   家畜衛生だより 

 
 

 本症に有効な治療法はなく、死亡率が高いため発生すると甚大な被害が生じま

す。下記の点に注意して、農場の衛生対策をお願いします。 
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★毎月１３日は県内一斉消毒の日です。消毒実施状況の再確認を！ 

近県で牛ボツリヌス症が確認されました！！ 

✔

✔

✔

疑わしい症状がある場合は家畜保健衛生所まで

ご連絡ください。 



 牛ウイルス性下痢ウイルスに妊娠中に感染した母牛から生まれた子牛は持続

感染牛（PI 牛）として生涯ウイルスを排泄し続け農場内で本病をまん延させる原

因となります。 

 本県では PI 牛早期発見のため、半年毎に県内の全酪農家を対象にバルク乳を

用いて、無料で検査を実施しています。 

 今年度、１回目の日程については次のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

牛ウイルス性下痢（BVD）のバルク乳検査を実施します！ 

 

【検査概要】 

日  時：令和７年８月２８日（木） 

検査材料：バルク乳（家保職員がクーラーステーションで採材します） 

検査方法：遺伝子検査 

 

※バルク乳検査で陽性の場合は、個体を特定するために、 

 後日、農場で全頭検査を行います。 

 その際は改めて当所からご連絡します。 

 

 



 サシバエの活動が活発な季節となりました。サシバエはランピースキン病などの

疾病を媒介します。サシバエ対策を行い、ランピースキン病やストレスから守りまし

ょう。 

サシバエ対策によりランピースキン病の 

感染拡大を防止しましょう！ 

写真協力：鹿児島県内酪農家、（独）家畜改良センター宮崎牧場、住化エンバイロメンタルサイエンス株式会社、エランコジャパン株式会社 


